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研究成果の概要（和文）： 

 

本研究では，話題が多様である対話を対比させるために，話者のスタイルを反映する動的な特

徴として，対話内での行為の遷移傾向に着目する．複数の話者間に共通する，マルチモーダル

なパターンを探索するため，頷きに代表される頭部運動に焦点を当てて分析を行った．その結

果，対話のパターンが，カウンセリングの段階の変化と関連している傾向が見いだされた． 

 

 
研究成果の概要（英文）： 
 
In this research, we examined the transition of acts in dialogues that reflects styles of 
speakers as the dynamic feature for contrasting dialogues of variety of topics. To 
explore multimodal patterns that are common among speakers, we focused on the head 
moving especially head nodding for the analysis. As the result, we found that head 
movement patterns are associated with the change in counseling stages.  
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１．研究開始当初の背景 

 我々は，これまでの対話を対象とした取り
組みの中で，心理言語学的な観察により特定
の対話事例の定性的な分析を行い，発話と身
振りの不一致に関する興味深い現象を見出
している．しかし，複数の事例を対比させた
定量的な分析がなされておらず，知見の一般

化や不一致が生起する機構について明らか
にするには至らなかった．そこで本研究では，
映像として記録された複数のカウンセリン
グ場面のデータから，その対話を特徴付ける
パターンを抽出する手続きを開発する．ここ
でのパターンとしては，ためらいがちな話者
に深く突っ込んだ話させることができる聞
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き手の効果的な振舞い方，といったものが想
定されている．定量的な把握のためには，対
話からの特徴量の抽出方法と抽出された特
徴量を類似度計測に利用する方法を検討す
る必要があった． 

 前者の特徴量の抽出については，例えばコ
ールセンターでの予約受付などの話題が固
定された対話では，特定の表現の有無等の静
的な特徴を利用することができる．しかし，
カウンセリングの話題は多様であり，何が語
られるかはクライエントに依存する．そこで
本研究では，発話の内容と中立な，行為の時
間的連鎖といった動的な特徴を使用し，話者
が聞き手にどのような働きかけをしたかと
いう，行為の傾向に焦点を当てることが一つ
の方法となる．社会学の分野の「会話分析」
では隣接対と呼ばれる特定種類の発話連鎖
に着目し，カウンセリングの分析も行われて
いる．本研究では，隣接した発話対に限定せ
ず，長時間の依存性や時間的なギャップのあ
る特徴量も考慮に入れ，より包括的に分析を
行いたいと考えた．  

 後者の対話間の類似度計測については，カ
ウンセリングのように問題解決というゴー
ルへ向かって進行して行く対話が持つ，構造
の非定型性を考慮に入れる必要がある．例え
ば，これまでに身振り頻度と話者間での誤解
の発生の関係を取り上げているが，対話全体
を通じて共通の尺度でそれらの関係を評価
していた．しかしカウンセリングでは，カウ
ンセラーとクライエントのどちらが主たる
話し手となるかといった場面の切り替えが
発生し，それに伴って身振りの果たす役割が
異なる可能性がある．また，医師と患者間の
対話内での発話と身振りのパターン発見を
試みた研究においても，対話進行状況によら
ず事象のパターンを固定的に捉える事の限
界が指摘されていた．そこで，まず対話がど
の段階にあるかを対話内事象の生起傾向か
ら推定し，その段階に応じて類似を適応的に
変更する手法を用いることで，専門家の直観
に合致する類似判定を可能とするという方
法が有力と考えた． 

 

２．研究の目的 

 本研究では，複雑な対話を特徴づけるパタ
ーン発見のための，動的な類似尺度の利用方
法を開発することを目的としていた．話題が
多様かつ構造が非定型である複雑な対話の
例として，カウンセリング対話を取り上げる．
動的類似尺度により，複数の対話がどのよう
な基準でグループ化されているかを検討し，
それらに共通する行為の連鎖をパターンと
して抽出する．例えばカウンセリングでの技
法のひとつとして，問題の深刻度や気分の落
ち込みの程度をクライエントに数量化させ，
問題状況を正確に把握するための「スケーリ

ング」と呼ばれる技法がある．初心セラピス
トはしばしばこの技法を不適切なタイミン
グで使用し，かえって混乱を招くことがある．
そこで，この技法を用いるのに適した状況が
いかに形成されるかを，成功事例に共通する
技法使用直前のセラピストの行為連鎖と，失
敗事例に共通する行為連鎖とを対比するこ
とで，明らかにする．このような対話内の特
徴的な現象と強く関連するパターンを複数
発見するための手続きを開発する．また，パ
ターン発見過程において，特徴量にどの程度
の時間依存性を反映する必要があるのか，対
話の種別ごとにどのように類似性の基準を
変更すればこれらのパターンを顕在化させ
ることができるのか，といった分析のための
ノウハウを蓄積する． 

  

３．研究の方法 

 本研究の流れは以下のようである．まず，
花田による対話環境の設計のもとに，臨床心
理の実践家同士の相互学習として毎月実施
されているカウンセリングを収録したビデ
オのうち，研究目的での使用の許諾を得たも
のを集積する．臨床心理士の資格を持つ研究
協力者が，発話内容を書き起こしたトランス
クリプトを作成するとともに，対話内での話
者の行動にタグを付けてゆく．この作業はコ
ーディングと呼ばれる（ツールを用いた作業
の様子を図 1に示す）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1．コーディングのためのツール 

 
 
分析のために必要となるツールおよびコー
ディングのためのスキーマやマニュアル等
の整備はデータマネージメントとして井上
が担当する．これまでにいくつかの対話につ
いてこれらのデータが整備されており，それ
らを利用しつつさらにデータを追加する．コ
ーディングの対象となりうる対話を捉える
観点の中で，焦点を当てる対象を見定めるべ
く様々なコーディングを試行する． 
 コーディングにより生成されたアノテー
ションデータにおいて，一定の規則性や依存
関係をパターンとして抽出するために，様々
にタイプ分けされた発話や身振りの使用頻
度や使用パターンに基づき，複数の対話デー



 

 

タを類別する．類似性の測定においては，発
話種類および身振り使用の有無を状態とし
た，状態遷移等の対話内行為の動的な特徴量
を抽出し，比較する．その上で，各群が話者
のカウンセラーとしての経験等の既知の属
性に対応するかを検証する．以上の情報学的
分析を，井上を中心に行う．さらに，各グル
ープを特徴づけるパターンが対話の中でど
のような役割を果たしているかを，古山を中
心にして心理学的および言語学的に解釈す
る．最終的に，それらのパターンを知りえた
ことが，カウンセリングを実施する上での実
感と合致するか，また今後の臨床教育や実践
活動において活用可能かを検討する．この有
用性の評価は研究分担者の花田を中心に，実
践者からのフィードバックを中心的な指標
として実施する． 
 考察した身振りとセラピストの発話種別
に加え，頷きなどの頭部運動といった他の特
徴を分析対象に追加して，より包括的な対話
の把握へと進む．それにより，カウンセリン
グにおいて様々なモダリティーがいかに統
合的に使用されているか，またマルチモーダ
ルな相互作用がカウンセリングの成否にい
かに影響を与えるかを明らかにする．さらに，
得られる知識を一般化可能とするために，対
象とする対話データを増大させる．この際に
問題点となるのが，データを計算機で利用可
能とするために，人手によって行われる発話
内容の書き起こしや発話内の事象のコーデ
ィングに非常に時間がかかることである．そ
こで，各種の信号処理やパターン認識技術を，
ソフトウェア及びツールキットとして導入
することにより，コーディング作業を計算機
によるアノテーションの生成とその人間に
よる確認という形で半自動化することを試
みる．また，トランスクリプトの作成のため
に，自動音声認識の適用を検討する．どのよ
うな情報が自動取得に適しているか，現状の
技術でどの程度の精度が得られるか，等のノ
ウハウの共有を図る． 
 
４．研究成果 
 これまでに，頷きに代表される頭部運動に
焦点を当てて分析を進めてきた．頭部の運動
をビデオデータの観察により，人手でコーデ
ィングすること，加速度センサーにより客観
的な数値データを得ること，の２点に取り組
んだ．対話中の頭部運動および音声データ収
集のための，センサー系の構築も行った．装
着の様子を図２に示す．この際に，対話の状
況に対して非侵襲的であることに特に注意
を払っている． 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図 2．後頭部に装着された加速度センサー 

 
 
 これらのデータから，カウンセリング対話
の進行に伴って，一定の規則性をパターンと
して抽出するために，時系列データの視覚化
を行った．その結果，対話のパターンが，カ
ウンセリングの段階が変化することと関連
していることが明らかになった．また，カウ
ンセラーの対話技能と，パターンが形成され
る原因が異なっている可能性も示唆された．
図３に異なる２対話における頷き頻度変化
の様子を，図４に 2 話者間での頭部運動の同
期度合の変化の様子を示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３．頷き頻度変化 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
図４．頭部運動同期度変化 

 
 ビデオから人手で同定した頷きのデータ
から，対話の進行に伴う頷き頻度の変化を取
り出したところ，単純な質疑応答からなる初
期の情報収集ステージから，クライエントの
内省を深めるステージへのカウンセリング
の移行が，頷きの頻度の低下として表れる可
能性が示唆された．今回の対話を観察した範



 

 

囲では，このような頷き頻度の低下は，初心
セラピストではクライエント主導の対話の
流れによって受動的に引き起こされている
のに対し，熟練セラピストでは問題解決を進
めるために能動的に対話の流れを制御した
結果引き起こされているようにも見える．ま
た，加速度センサーのデータから算出された
話者間の頭部運動の同期度合を調べたとこ
ろ，強く同期する箇所において，頷きによっ
てその場面で生じた新しい対話の流れを補
強するような活動が行われていることが分
かった．今回の対話を観察した範囲では，初
心セラピストはクライエントが主体的に語
る際に頷きタイミングを合わせているのに
対し，熟練セラピストは，問題解決に踏み込
む際に，頷きのタイミング合わせを行ってい
るようにも見える． 
 これらの観点は，我々が主として発話内容
を手掛かりにしてデータを視聴した際には
認識されていなかった事柄であり，頷きとい
う非言語行動の変化を，時間変化する信号と
してとらえたことで，注目すべき時点が選び
出されたといえる．しかし，このような違い
がこの二事例で偶然生起したものなのか，一
般的にみられるものなのかについては，より
多数の事例を分析して検証する必要がある．  
 今後は，研究をさらに発展させる上で必要
となる，対話の構造を捉えるための新たな分
析単位やデータ収録環境について検討する．
また，これまでの心理臨床学習者によるカウ
ンセリングの状況に加えて，病院におけるカ
ウンセリング実践の場でのデータの利用に
ついても検討を始めており，異なる対話の状
況間での比較を通じて，対話のパターンの理
解を深めてゆく予定である． 
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